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■石舞台古墳の解説 

 この石舞台古墳は、横穴式石室を持つ方形墳で、築造は 7 世紀の初め頃と推定されている。すでに古墳上部の封土は失

われ巨大な天井石が露出した姿になっている。被葬者は不明だが、6 世紀後半にこの地で政権を握っていた蘇我馬子の墓

ではないかといわれている。 

昭和 8 年と 10 年に本格的な発掘調査が行なわれ、その結果、玄室の長さ 7.7m、幅約 3.5m、高さ 4.7m で大小 30 数個の

花崗岩が使用されており天井に使われている石の重さは、北側が約 64t、南側が約 77t、総重量は約 2,300t という大規模

な古墳であることが判明した。 

羨道長は約 11.5 メートル、幅約 2.2 メートルあり、玄室から羨道にかけて排水溝が設けられている。石室内からは凝灰岩片

が出土していることから家形石棺が安置されていたものと推定される。 

 ＜参考文献＞ 石舞台古墳説明版、拝観リーフレット、明日香村資料ほか 

 

■石舞台古墳 

『石舞台』の名の由来については、一般には石の形状からとされているが、昔狐が女性に化けて石の上で舞を見せた話や、こ

の地にやって来た旅芸人が舞台がなかったので仕方なくこの大石を舞台に演じたという話もある。石舞台古墳の東に設けられ

た展望台からは、なだらかな棚田地形の中に築造された国内最大級の方墳跡を一望できる。また、隣接する祝戸地区には、

大和三山を背景に広がる飛鳥古京を望める展望台や、奥飛鳥の見事な棚田風景を一望できる展望台が設けられ、飛鳥有

数の展望スポットとなっている。 

石舞台地区から奥飛鳥方面には、馬子の父の墓との説がある都塚古墳、中大兄皇子に縁があると考えられる飛鳥稲淵宮殿

跡、また、子孫繁栄や農耕信仰に関係するマラ石などがあり、飛鳥の歴史文化に親しむことがでる。 

＜参考文献＞ 石舞台古墳説明版、拝観リーフレット、明日香村資料ほか 
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